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　 こ れ まで の 電弱精 密 測定 か ら、比較 的軽 い ヒ ッ グス 粒子 の 存在が予言 され てい る。
一

方

で 、 ヒ ソ グ ス 粒子 の 質量 に対す る量子 補正 の 寄与 の 大 き さを 考える と、標準模 型 の カ ッ ト

オ フ ス ケール は 1TeV かそ れ よ り低 い 程 度 で ある と推 測 され るが 、こ れ まで の 実験結果 は カ

ッ トオ フ ス ケ
ー

ル が よ り高い 場合 と良 く一致 して い る 。 カ ッ トオ フ ス ケール が高 くなれ ば、

ビ ッ グス 粒子 の 質量 が 軽 くなるた め に 「微調整」が 必 要 と なる 。
ヒ ッ グ ス 粒子 の 質量 は 「微

調整」 に よ っ て 実現 されて い る の だ ろ うか 。

　標 準模型 を超 える物理 を記 述す るもの と して 、最小 超対称模型 は 詳 し く研究 され て きた。

超 対 称性 に よ っ て 、最小超 対称 模型 で は ヒ ッ グ ス 粒子 の 質量 に対 す る量子補 正 は標 準模型

と違 っ て 2次発散 を含ま な い
。 こ れ に よ っ て 最小 超 対称標準模型 に は ヒ ッ グ ス 粒 子 の 軽 さ

とこ れ まで の 実験 結果 を 「微調 整」 無 く説 明 で きる領 域が 存在す る。

　最小超 対称 模 型で は 、ヒ ッ グ ス 粒 子 の 質量 は μ 項 、mH 。 項 に依 っ て い る 。 それ ぞれ の 項

と、mH 。 項 の 輻射補正 が 大 き くな らない （「微調 整」 が 無い ）事は 、ス カ ラ
ー

トッ プ、ヒ ッ グ

シ ー
ノが軽 く、さらに メ ッ セ ン ジ ャ

ー ス ケール の 低い （グラ ビテ ィ
ー

ノ の 軽 い ）ゲージ 伝達機

構で あれ ば実現 され る。 こ の こ とか ら、電弱精密測定 と 「微調整 」 問題が示 唆す る ス カ ラ

ー トッ プ／ ヒ グシ ー
ノ／ グラ ビテ ィ

ー
ノ とい う超対称模型の シ グナル が LHC で どの 様に 測

る 事がで きる か 調 べ た ［11。

　 ヒ グシ ー
ノ は Z ボ ソ ン か ヒ ッ グス 粒 子を出 して グ ラ ビテ ィ

ー
ノ に崩壊 す るの で 、 レ プ ト

ン に崩壊す る Z ボ ソ ン を使 っ て MT2 の 端点か らヒ グシ
ー

ノ の 質量 を測定で き る事 を示 した。

ま た ス カ ラー トッ プ の 質量 も、ボ トム クォ
ーク と Z ボ ソ ン を使 っ た MT2 の 端 点 か ら測定 で

き る ． こ こ で グラ ビ テ ィ
ー

ノ の 質量 は OGeV を仮定 した。 さらに 、 ヒ グシ
ー

ノ の 崩壊か ら

ヒ ッ グス 粒 r一が 生成 され るため 、超対称 シ グナ ル か らの ヒ ッ グス 粒 子 の 質量測 定の 可能性

も示 した 。

　 こ の シ グナ ル は LHC で の 早期発見 が 期待 され る。　 LHC で の 発 見 可能性 につ い て 、 さ ら

に 詳 し い 研究を現在行 っ て い る 。
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